
（双葉町生徒海外派遣事業）
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騎馬武者凱旋騎馬武者凱旋

副執行委員長　　下　明夫

勘定奉行　中川　準

御先乗　中川　巧一 騎馬隊　中川　心菜

　５月２４日から２６日の３日間、国指定重要無形民俗文化財「相馬野馬追」が南相馬市を
中心に開催され、双葉町騎馬会からは総勢６騎が出陣しました。

　２５日には双葉町役場庁舎前におい
て双葉町相馬流れ山踊り保存会による
相馬流れ山踊りの披露の後に、相馬野馬
追本祭りに参加した双葉町騎馬隊が町
内を凱旋する凱旋行列が行われました。
　沿道には町内や避難先から町民が集
まり、騎馬武者に大きな拍手が送られ
ました。

騎馬隊　中川　元之将騎馬隊　中川　陽葵　

騎馬武者凱旋

2広報ふたば 令和７年７月



に
寄
り
添
い
、
総
力
を
挙
げ
て
対
応
す

る
よ
う
に
要
望
活
動
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
し
た
。

　

５
月
24
日
か
ら
26
日
の
３
日
間
に
わ

た
り
、
国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財

「
相
馬
野
馬
追
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

浪
江
町
内
で
標
葉
郷
の
出
陣
式
が
行
わ

れ
、
双
葉
町
騎
馬
会
か
ら
は
５
歳
の
騎

馬
武
者
を
含
む
総
勢
６
騎
が
出
陣
し
、

五
郷
の
騎
馬
武
者
と
と
も
に
雲
雀
ヶ
原

祭
場
地
に
向
け
て
進
軍
さ
れ
ま
し
た
。

　

25
日
に
は
、
町
内
で
、
凱
旋
行
列
と

相
馬
流
れ
山
踊
り
が
披
露
さ
れ
、
無
事

の
凱
旋
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

５
月
17
日
、
町
立
学
校
体
育
館
に
お

い
て
、
ふ
た
ば
幼
稚
園
、
双
葉
南
・
北

小
学
校
合
同
運
動
会
を
開
催
い
た
し

ま
し
た
。
園
児
、
児
童
18
名
と
と
も

に
、
教
員
、
保
護
者
も
参
加
し
、
笑
顔

と
歓
声
に
包
ま
れ
た
運
動
会
と
な
り
ま

し
た
。

　

５
月
23
日
、
双
葉
町
、
大
熊
町
、
富

岡
町
、
浪
江
町
、
葛
尾
村
、
飯
舘
村
で

構
成
す
る
「
原
発
事
故
に
よ
る
帰
還

困
難
区
域
を
抱
え
る
町
村
の
協
議
会
」

で
、
自
由
民
主
党
東
日
本
大
震
災
復
興

加
速
化
本
部
、
国
土
交
通
省
、
経
済
産

業
省
、
復
興
庁
、
環
境
省
を
訪
問
し
、

一
日
も
早
い
避
難
指
示
解
除
と
町
村
の

真
の
復
興
に
向
け
、
被
災
町
村
の
実
態

　

４
月
７
日
、
双
葉
町
立
双
葉
中
学
校

入
学
式
及
び
ふ
た
ば
幼
稚
園
入
園
式
を

挙
行
い
た
し
ま
し
た
。
本
年
度
は
中
学

校
に
３
名
が
入
学
、
ふ
た
ば
幼
稚
園
に

１
名
が
入
園
い
た
し
ま
し
た
。
今
年
度

令
和
７
年
第
２
回
双
葉
町
議
会
定
例
会

３
月
定
例
会
以
降
の

３
月
定
例
会
以
降
の

－

双
葉
中
入
学
式
・
幼
稚
園
入
園
式

－

行

政

報

告

行

政

報

告

の
町
立
幼
稚
園
、
小
・
中
学
校
は
、
園

児
、
児
童
、
生
徒
32
名
に
よ
る
ス
タ
ー

ト
と
な
り
ま
し
た
。

　

４
月
18
日
、
双
葉
町
放
射
線
量
等
検

証
委
員
会
を
開
催
し
、
委
員
と
し
て
有

識
者
５
名
の
方
に
委
嘱
状
を
交
付
い
た

し
ま
し
た
。
会
議
で
は
、
特
定
帰
還
居

住
区
域
へ
の
帰
還
に
向
け
た
取
り
組
み

等
に
つ
い
て
委
員
よ
り
ご
意
見
及
び
ご

助
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

行

政

経

過

行

政

経

過

－

放
射
線
量
等
検
証
委
員
会

－

－

町
立
幼
稚
園
・

小
学
校
合
同
運
動
会

－

－

要
望
活
動

－

－

相
馬
野
馬
追
・
凱
旋
行
列

－
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７
月
に
入
り
、
草
花
の
緑
も
一
段
と

色
濃
く
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

５
月
19
日
、
大
阪
・
関
西
万
博
の
復

興
庁
イ
ベ
ン
ト
に
出
席
し
、
東
日
本
大

震
災
に
お
け
る
ご
支
援
へ
の
感
謝
を
申

し
上
げ
る
と
と
も
に
、
町
の
復
興
状
況

に
つ
い
て
説
明
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

５
月
23
日
、
原
発
事
故
に
よ
る
帰
還

困
難
区
域
を
抱
え
る
町
村
の
協
議
会
の

会
長
と
し
て
、
国
、
関
係
機
関
に
対
し

て
要
望
活
動
を
行
い
、
帰
還
困
難
区
域

全
域
の
避
難
指
示
解
除
と
町
村
の
実
情

に
寄
り
添
っ
た
復
興
施
策
の
推
進
を
強

く
求
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

６
月
４
日
、首
相
官
邸
に
お
い
て「
双

葉
地
方
町
村
会
」
か
ら
東
日
本
大
震
災

と
原
発
事
故
か
ら
の
復
興
・
再
生
に
向

け
て
石
破
総
理
大
臣
に
要
望
書
を
提
出

し
ま
し
た
。
私
か
ら
は
、「
総
理
は
昨

年
、
双
葉
町
の
帰
還
困
難
区
域
を
ご
視

察
い
た
だ
き
、
復
興
の
実
情
を
十
分
認

識
い
た
だ
い
た
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

双
葉
町
が
復
興
を
果
た
す
ま
で
国
の
中

長
期
的
な
支
援
を
お
願
い
し
た
い
。」

と
要
望
し
ま
し
た
。

　

６
月
10
日
、
令
和
７
年
第
２
回
双
葉

町
議
会
定
例
会
を
招
集
し
ま
し
た
。
本

議
会
で
は
、
特
定
帰
還
居
住
区
域
の
避

難
指
示
解
除
の
質
問
に
、
下
長
塚
、
三

字
、
羽
鳥
行
政
区
の
特
定
帰
還
居
住
区

域
に
お
い
て
は
、
令
和
７
年
中
の
立
入

規
制
緩
和
区
域
の
設
定
に
向
け
、
国
と

の
協
議
や
町
民
の
皆
さ
ま
へ
の
説
明
を

進
め
る
と
と
も
に
、
令
和
８
年
度
内
の

避
難
指
示
解
除
を
目
指
す
と
答
弁
い
た

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
町
内
に
お
け
る
民
間
賃
貸
住

宅
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
事
業

者
の
初
期
費
用
負
担
を
軽
減
し
、
住
宅

建
設
が
進
む
環
境
を
整
え
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
新
た
な
補
助
制
度
に
関
す
る

予
算
を
計
上
し
議
決
い
た
だ
き
ま
し
た
。

町
へ
帰
還
す
る
機
運
の
醸
成
を
図
る
と

と
も
に
、
居
住
人
口
の
増
加
に
つ
な
げ

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

５
月
26
日
、
町
内
で
田
植
え
が
行
わ

れ
、
米
の
出
荷
制
限
解
除
に
向
け
た
実

証
栽
培
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
試
験

栽
培
を
経
て
今
年
か
ら
実
証
栽
培
に
移

行
し
、
営
農
再
開
へ
前
進
し
て
い
く
も

の
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

湿
度
も
高
く
、
気
温
が
高
温
に
な
る

日
も
ご
ざ
い
ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ま
に

は
熱
中
症
に
十
分
気
を
付
け
て
お
過
ご

し
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ま
へ

双
葉
町
長

伊
澤　

史
朗

　ご敬老を迎える皆さまのきずなを深め、ふるさと双葉町を共有する時間を過ごしていただくた
め、下記の日程で敬老会を開催いたします。皆さまのご参加をお待ちしています。

● 詳細につきましては７月１５日付の開催通知をご確認ください。

●  ３７度５分以上の発熱及び体調がすぐれない場合は参加をご辞退願います。またマスク

　の着用につきましは、ご自身の判断でお願いお願いいたします。

● 対象の方

６８歳以上の町民の方（昭和３３年４月１日以前生まれの方）

※平成２３年３月１１日時点で双葉町に住民登録があった方を含みます。

● 送迎バスは下記の５便の運行を予定しています。

①仙台→南相馬→双葉町→会場

②加須市騎西総合支所→つくば市→会場

③白河市→会場

④郡山市→会場

⑤いわき市内→会場

開　催　日：９月１２日（金）
開催場所：八幡台やまたまや（いわき市植田町八幡台６番地）

双葉町敬老会を開催します双葉町敬老会を開催します
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　５月２３日、原発事故による帰還困難区域を抱える町村（双葉町、
大熊町、浪江町、富岡町、葛尾村、飯舘村）の協議会による要望活動
が行われました。
　伊澤町長は会長として各町村長や議長などとともに、復興庁、環境
省、経済産業省、国土交通省、自由民主党東日本大震災復興加速化本
部に対して帰還困難区域の避難指示解除に向けた取り組みの具体化や
町村の復興・再生に向けて人的・財政的支援を要望しました。
　主な要望事項は、以下になります。

・帰還困難区域の避難指示解除に向けた取組の実施

・残された土地・家屋に対する方針の明示

・ 帰還困難区域全域の避難指示解除に向けたビジョン

の明示

・立入規制の緩和に伴う防犯対策の強化

・住民への生活支援の継続

・除染土壌等の最終処分地選定等

① 帰還困難区域について

・復興・再生に向けた人的・財政的支援

・福島イノベーション・コースト構想の推進など

② 町村の復興・再生について

　６月４日、「双葉地方町村会」（会長：吉田淳大熊町長）が東日本大震災と原発事故からの復興・
再生に向けて首相官邸で石破茂総理大臣に要望書を提出しました。
　帰還困難区域の解除、被災自治体の復興・再生に向けた人的支援や財源確保など「第二期復興
創生期間以降も切れ目なく、復興が進められるよう財源の確保をお願いしたい」と要望しました。
　これに対して石破総理大臣は「今まで以上の規模で復興を政府として尽力していく」との考え
を示しました。

石破茂総理大臣へ要望書提出石破茂総理大臣へ要望書提出

経済産業省

復興庁

帰還困難区域を抱える町村の協議会要望活動帰還困難区域を抱える町村の協議会要望活動
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　５月２６日、町内の長塚地区と新山地区で田植えが行われました。
　本年は米の出荷制限解除に向けた実証栽培として位置付けたもので、米に含まれる放射性物質が
国で定める基準値を超えていないか確認するものです。
　昨年度は試験栽培として作付けを行い、放射性物質が国の基準値を下回ったことが確認できた
ため、今年から作付け再開に向けた実証栽培に移行したものです。
　この日は２カ所合わせて約１６００㎡の水田に県のオリジナル品種「天のつぶ」を植えました。
　１０月中旬には収穫し、全量全袋検査を行う予定です。

　５月３０日、伊澤史朗町長は双葉町放射線量等検証委員会の田中俊一委員長より、特定帰還居

住区域での放射線量の低減状況などについて検証した結果の報告を受けました。

新山地区長塚地区

町内で田植えが行われました町内で田植えが行われました

双葉町放射線量等検証委員会が中間報告書提出双葉町放射線量等検証委員会が中間報告書提出

　今回の中間報告では、特定帰

還居住区域等のうち三字、下長

塚、羽鳥行政区にあたる区域に

ついて、「除染や自然減衰等に

より放射線量が十分に低減し

ており、立入規制を緩和して差

し支えない」とご判断いただい

たほか、「引き続き実測による

個人被ばく線量を把握・発信し

ていくと共に、専門家によるリ

スクコミュニケーションなど

の対策を充実させることが重

要である」とご報告いただきま

した。
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　５月２８日、伊澤町長は福島大学の学生４人が双葉町ダルマ市を題材に制作した冊子とラジオ番
組の完成報告を受けました。ダルマ市に携わる町民や来場者の思いを次世代につなぐことを目的

　町内における民間賃貸住宅の建設を促進するため新しい補助制度を設けました。この補助制度は
住宅建設時の負担軽減を目的にしており、建設工事費や用地取得費を補助の対象にしています。

１戸あたりの床面積 町内業者が施工 町外業者が施工
１８㎡～２５㎡未満 ２００万円 １５０万円
２５㎡～４５㎡未満 ２５０万円 １８０万円
４５㎡～５５㎡未満 ４００万円 ２９０万円

５５㎡～ ４５０万円 ３２０万円

福島大学生がダルマ市の冊子を制作しました福島大学生がダルマ市の冊子を制作しました

賃貸住宅の新築を支援します賃貸住宅の新築を支援します

に、環境省の協力を得て制作したもので、多くの方に手に取っていただけるようデ
ザインなども工夫されています。伊澤町長は「ダルマ市のにぎわいが想起されまし
た。冊子は役場や各支所で配布します」と伝えました。
　今回制作された冊子は役場庁舎や本庁舎などで配布するほかホームページでも公
開しています。

＜補助先＞

＜補助対象＞

＜補助要件＞

＜お問い合わせ先＞

　双葉町が定める要件を満たした民間賃貸住宅であ
ること。

　復興推進課　復興推進係
　☎０２４０－３３－０１２７

　町内に民間賃貸住宅を建設し、所有者となる法人又は個人

　（１）用地取得費補助 　（２）建設工事費補助
　 民間賃貸住宅の建設のために必要な用地の取得に
要した経費の一部を補助する。

　 民間賃貸住宅の建物本体工事及び外構工事に要した経費の
一部を補助する。

※建設費補助上限額※
　 下表に掲げる面積を建設する住戸の補助額の総和又は１億円
のいずれか小さい額

※同一事業者への補助上限５００万円
※公共用地は対象外

双葉町 個人または
法人

補助率（４０／１００）

双葉町
個人
または
法人

補助率（３５／１００）

補助率（２５／１００）

町内建設事業者が施工する場合

町外建設事業者が施工する場合
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５
月
31
日
、
６
月
１
日
い
わ
き
市
の
湯

本
温
泉
雨
情
の
宿　

新
つ
た
に
お
い
て
山

田
行
政
区
総
会
・
交
流
会
を
行
い
、
避
難

先
よ
り
45
人
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
前
に
全
員
で
黙
と
う
を
行
い
、
議

事
に
入
り
ま
し
た
。
令
和
６
年
度
の
事
業

報
告
・
収
支
報
告
、
令
和
７
年
度
事
業
計

画
及
び
今
後
の
神
社
解
体
、
公
民
館
解
体

に
関
わ
る
議
案
に
つ
い
て
、
す
べ
て
承
認

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

山
積
す
る
町
の
復
興
課
題
に
取
り
組
む

大
変
お
忙
し
い
中
、
伊
澤
町
長
、
平
岩
副

町
長
に
ご
臨
席
を
賜
り
、
今
年
度
か
ら
始

ま
る
特
定
帰
還
居
住
区
域
内
の
家
屋
解
体

や
除
染
、
さ
ら
に
は
新
聞
で
報
道
さ
れ
た

東
日
本
大
震
災
復
興
加
速
化
本
部
の
第
14

次
提
言
骨
子
案
に
つ
い
て
説
明
を
い
た
だ

き
、
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

交
流
会
は
平
岩
副
町
長
の
乾
杯
の
ご
発

声
に
よ
り
、
初
め
て
参
加
さ
れ
た
方
も
久

し
ぶ
り
に
会
っ
た
皆
さ
ん
と
思
い
出
や
避

難
先
で
の
苦
労
話
な
ど
、
限
ら
れ
た
時
間

で
す
が
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
の
会
場
と
美

味
し
い
料
理
を
い
た
だ
き
、
楽
し
い
ひ
と

時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

今
年
も
天
野
正
衛
さ
ん
よ
り
、
参
加
者

全
員
に
干
支
の
縫
い
ぐ
る
み
が
プ
レ
ゼ
ン

ト
さ
れ
、
朝
食
後
、
来
年
の
再
会
を
約
束

し
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

山
田
行
政
区
長
　

箭
内　

充

山
田
行
政
区

総
会
・
交
流
会

総
会
・
交
流
会

　

４
月
12
・
13
日
、
い
わ
き
市

の
湯
本
温
泉
・
吹
の
湯
に
お
い

て
郡
山
行
政
区
総
会
・
懇
親
会

を
開
催
し
、
県
内
外
か
ら
41
人

が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
震
災
な
ど
で
亡
く

な
ら
れ
た
方
々
に
黙
と
う
を
捧

げ
た
後
、
議
長
、
議
事
録
署
名

人
の
選
出
を
行
い
、
令
和
６
年

度
経
過
報
告
、
会
計
決
算
並
び

に
監
査
報
告
が
な
さ
れ
、
次
年

度
予
算
案
な
ど
が
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
会
場
を
変
え
て
行

わ
れ
た
懇
親
会
は
乾
杯
で
始
ま

り
、
久
し
ぶ
り
の
再
会
に
近
況

や
思
い
出
話
な
ど
に
時
間
が

過
ぎ
る
の
も
忘
れ
て
に
ぎ
や

か
に
交
流
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

翌
朝
食
後
、
１
年
後
の
再
会

を
楽
し
み
に
そ
れ
ぞ
れ
の
帰
路

に
つ
き
ま
し
た
。

　

な
お
、
ふ
た
ば
ア
プ
リ
サ

ポ
ー
ト
よ
り
お
二
人
の
協
力
を

得
て
、
会
場
内
の
写
真
を
随
時

「
ふ
る
さ
と
広
場
」
へ
投
稿
し

ま
し
た
。
担
当
者
の
方
に
は
夜

遅
く
ま
で
写
真
を
投
稿
し
て

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

郡
山
行
政
区

総
会
・
懇
親
会

総
会
・
懇
親
会
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方
々
に
黙
と
う
を
捧
げ
ま
し
た
。
議
長
に
樋

渡
副
区
長
が
選
出
さ
れ
、
令
和
６
年
度
業
務

報
告
・
収
支
報
告
お
よ
び
会
計
報
告
が
な
さ

れ
承
認
・
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
他
議
案
と
し
て
、
地
区
の
除
草
作
業

に
つ
い
て
、
町
か
ら
の
報
奨
金
を
使
っ
た
活

動
の
可
否
や
対
象
者
の
優
先
順
位
や
選
定
方

法
な
ど
が
議
論
さ
れ
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら

結
論
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
、
ま
ず
は
小

規
模
に
運
用
し
、
そ
の
後
の
検
証
結
果
を
踏

ま
え
て
具
体
的
な
や
り
方
を
決
め
て
い
く
こ

と
と
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
町
の
復
興
推
進
課
が
進
め
て
い
る

「
双
葉
駅
東
地
区
ま
ち
づ
く
り
基
本
構
想
」

に
つ
い
て
、
横
山
復
興
推
進
課
長
に
概
要
を

説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

交
流
会
に
は
森
副
町
長
の
ご
参
加
を
い
た

だ
き
、
木
幡
前
区
長
の
乾
杯
の
ご
発
声
で
始

ま
り
、
久
々
の
再
会
と
い
う
こ
と
も
あ
り
話

が
尽
き
る
こ
と
も
な
く
楽
し
い
時
間
を
過
ご

し
ま
し
た
。
途
中
、
昭
和
40
年
代
の
写
真
の

ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
を
15
分
程
度
流
し
ま
し
た

が
、
自
分
の
姿
や
昔
の
自
宅
の
シ
ー
ン
が
出

た
時
な
ど
は
、
懐
か
し
さ
と
、
う
れ
し
さ
と

で
、
各
々
ほ
っ
こ
り
し
た
気
持
ち
に
な
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、
ビ
ン
ゴ
大
会
の
余
興
も
あ
り
大
い

に
盛
り
上
が
り
、
二
次
会
の
カ
ラ
オ
ケ
を
含

め
有
意
義
な
総
会
・
交
流
会
で
し
た
。

　

次
回
総
会
も
来
年
開
催
い
た
し
ま
す
の

で
、
長
塚
一
行
政
区
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
ぜ

ひ
と
も
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

長
塚
一
区
長
　

渡
邉　

雄
二

　

令
和
７
年
５
月
31
日
に
、
い
わ
き
市
の
小
名
浜
オ
ー

シ
ャ
ン
ホ
テ
ル
＆
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
に
お
い
て
長
塚
一
行

政
区
総
会
・
交
流
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
年
々
参
加
者

が
少
な
く
な
る
中
、
県
内
外
か
ら
21
人
が
参
加
さ
れ
ま

し
た
。

　

総
会
は
、
栗
田
役
員
か
ら
開
会
の
言
葉
が
あ
り
、
区

長
あ
い
さ
つ
の
後
に
東
日
本
大
震
災
で
亡
く
な
ら
れ
た

総
会
・
交
流
会

総
会
・
交
流
会

長
塚
一
行
政
区

　昭和 36 年 4 月～昭和 37 年 3 月に生まれ、双葉中学校で共に学んだ皆さん、お元気ですか。
新型コロナ感染症の影響で延期になっていた同級会を、下記のとおり開催いたしまので、ぜひご
参加ください。
　原発事故で避難を余儀なくされ、皆さま情報がない中での開催となります。この記事を見たご
家族や友人の方は、ご本人に連絡していただきますようお願いいたします。

双葉中学校昭和５１年度卒同級会開催のお知らせ双葉中学校昭和５１年度卒同級会開催のお知らせ

１．開　催　日

２．場　　所

３．会　　費

４．申込期限

５．申　込　先

６．申し込みの際の記載内容

９月６日（土）　１２時３０分～
正月荘　いわき市平大町３３　☎０２４６－２３－３１０４
１万円（当日徴収）
７月２０日まで（キャンセルの場合は８月２５日まで）
ハガキ等の郵送又はＱＲコードを読み取り、参加希望の有無にかかわらず
ご連絡ください。
〒９７９－１４２１　双葉町大字前田字桜町１０の１　
玉根幸恵宛（旧姓・丸添）

・氏名（旧姓）・住所・連絡先・参加希望の有無
・皆さんにメッセージがあれば記入してください

双葉中学校昭和５１年度卒同級会開催のお知らせ
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教育長メッセージ教育長メッセージ教育長メッセージ

双葉町教育委員会教育長

夢と希望のある「学び」へ夢と希望のある「学び」へ夢と希望のある「学び」へ ～～ ～～

相双陸上競技大会

　令和７年度がスタートして早３カ月が過ぎ、１学期の終盤、いよいよ夏休みを迎える前の、ま
とめの時期となりました。
　町立幼稚園・小中学校でも、１学期の学校行事において、幼・小・中合同のふれあい集会や幼
稚園、南・北小学校の合同運動会。中学校の修学旅行・学習旅行、そして小学校の春の遠足と計
画通りに実施されております。小学校では、いわき市小学校陸上大会、中学校では、相双陸上競
技大会、相双中体連総合大会に参加できました。園児・児童・生徒たちの多様な学びと体験学習、
思い出づくりが実現できていると思っております。保護者の皆さまのご理解とご協力に対して、
あらためて御礼と感謝を申し上げます。

　５月１３・１４日、東京銀座ブロッサムにおいて令和７年度第６７回全国町村教育長会定期総会・
研修大会が開催されました。昨年度、福島県代表（双葉地区教育長会）として、震災から１４年
目となる現状と震災当時の教育長たちの思い、双葉町内での学校再聞ができていないことなどを
発表したところ、全国の自治体から多くの問い合わせをいただきました。今年度は「初等中等教
育の動向について」と題して、文部科学省から行政説明を受けたほかに、全国の自治体や関係団
体の優れた取り組みについて発表がありました。終了後には本年３月に公表した令和１０年４月
の町内での新学校開校について、多くの教育長たちから声を掛けられ激励を受けました。

令和７年度　第６７回全国町村教育長会定期総会・研修大会

　６月３日、相馬税務署において相双地区租税教育推進協議会定期総会が開催され、双葉地区教
育長会代表として出席して参りました。平成２３年に、文部科学省、総務省、国税庁の３省庁と
日本税理士会連合会を賛助会員として「租税教育推進関係省庁等協議会」が発足し、全国共通の
租税教育の基本方針等を確認しつつ、全国の協議会が共通認識の下で活動できる環境を整備し、
租税教育の充実を図っていくこととなり、教育現場における様々な環境の変化等も視野に入れな
がら、情報の共有化を図り、租税教育充実のための支援、環境整備、税の啓蒙活動等に力を入れ
ることなどが話し合われました。
　令和７年度は双葉南・北小学校と双葉中学校が租税教育推進協力校として委嘱を受け、租税に
関する授業の実施や税に関する作品の積極的な応募に取り組むこととなりました。これを機会に
ご家庭でも、国民生活の安定と向上のために重要な働きをしている租税の意義や役割について話
し合う機会を持って欲しいと思います。

相双地区租税教育推進協議会　令和７年度定期総会

　また、婦人学級、自治会、芸術文化団体等におきましても年間計
画の中で、各学級の委員長や団体の代表者を中心として、参加され
ている皆さんと楽しく生きがいを持って自主的な活動をされている
ことに、心より敬意を表するとともに、コミュニティーの醸成、人
と人との絆づくりに継続的に取り組んでいただいていることに感謝
申し上げます。教育委員会としましても引き続き支援をしてまいり
たいと思います。
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　６月４日の虫歯予防デーの一環で「歯磨き指導」を
行いました。

　ＡＬＴのフィリップ先生が大好きな二人は、英語活動を
楽しみにしています。
　この日は英語の絵カードで「神経衰弱」をやりました。
　年長児はカードが出るたびに絵を見て「Hungry !（お腹
空いた）」など自然に英語で思いを表現する様子が見られ
ました。
　また年少児は絵カードををめくるのが嬉しくて、自分の
番が来るのを待ちきれない様子で楽しんでいました。

　休み時間になると中学生が幼稚園に遊びに来てくれます。
　木のおもちゃで遊んだこの日は、年長児と中学生という年齢差を超
えて一緒に盛り上がり、楽しい時間を過ごしていました。
　年少児は、木の玉を上から転がすと音の鳴るおもちゃで中学生と一
緒に楽しんでいました。
　中学生のお兄さんたちはとても優しく楽しく遊んでくれるので、来
園を楽しみしています。

ふたば幼稚園だよりふたば幼稚園だよりふたば幼稚園だより ふたば幼稚園での日常の様子を
お知らせします。

【問い合わせ先】 双葉町立ふたば幼稚園

● 英語活動

● 中学生との交流

☎０２４６－８８－８０８４

歯磨き指導

日々の保育だより

　「はははのはなし」の絵本では、歯を磨かない人と
しっかり磨いた人が大人になってどうなるのか？子ど
もの歯が抜けたら？大人の歯が抜けたら？など、不思
議を一つ一つ説明しながら、鏡を見て自分の歯がどう
なっているか実際に確認してみました。
　「虫歯にならないようにするどうしたらいいの
か？」を聞かれた年長児は「ちゃんと歯磨きをしなきゃ
だめ！」と答えていました。
　歯磨きの大切さを知ったところで、歯の模型「ひろ
しくん」を使って、実際にどうやって歯を磨くのがい
いのか、大きな歯ブラシを動かしながら勉強しました。
　ご飯を食べた後は、小学校で使っている「歯磨き
サンバ」の動画を見ながら、手鏡を持って歯を磨きま
した。　　　　　
　いつもよりすっきり、ピカピカになってニコニコの
２人でした。
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受　験　案　内受　験　案　内
令和８年度 双葉町職員（高校卒程度）採用候補者試験

○受付は、月曜日から金曜日の業務時間内（８：３０～１７：１５）
○郵送による申込用紙提出の場合は、８月１５日（金）までの消印有効。
○ 申込用紙は、双葉町役場総務課（２階）で交付しています（全職種）。
　また、申込書はホームページからのダウンロードや郵送による請求も可能です。
　郵送での請求方法は、「６受験手続」を参照してください。

職　種 一般事務職 土木職

採用予定人員 若干名 若干名

一般事務職（高校卒程度試験） 平成１６年４月２日から平成２０年４月１日までに生まれた者

土木職（高校卒程度試験） 平成１６年４月２日から平成２０年４月１日までに生まれた者

試験種目 試験職種 出　題　分　野

教養試験（筆記） 全職種

時事、社会・人文、自然に関する一般知識を問う問題
文章理解、判断・数的推理、資料解釈に関する能力を問う問題
※「古文」、「哲学・文学・芸術等」、「国語」の出題はありません

適性検査（筆記） 全職種
公務員に求められる資質について性格特性をみる
職場に求められる対人関係に関する適応性をみる

専門試験（筆記） 土木職 土木職員として必要な専門知識及び能力を問う問題

※ 申込書の提出先は役場庁舎総務課となります。いわき支所、郡山支所及び埼玉支所では受付できませ
んのでご注意ください。
　また、申込用紙には添付する書類がありますので、早めに手続きをお願いします。

※ただし、次の各号のいずれかに該当する者は受験できません。
（１）日本国籍を有しない者
（２）拘禁刑以上の刑に処せられ、その執行を終わるまで又はその執行を受けることがなくなるまでの者
（３）本町職員として懲戒免職の処分を受け、当該処分の日から２年を経過しない者
（４）日本国憲法施行の日以後において、日本国憲法又はその下に成立した政府を暴力で破壊することを主張
　　　する政党その他の団体を結成し、又はこれに加入した者

１　試験職種と採用予定人員

２　受験資格（学歴は問いません）

３　試験の方法及び内容

　（１）第１次試験

受 付 期 間 ７月１６日（水）～ ８月１５日（金）

９月２１日（日）第１次試験日

試験職種 試　験　内　容

全職種

（ア）作文試験　　文章による表現力、課題に対する理解力等をみる
（イ）口述試験　　個別面接による人物評価
（ウ）身体検査　　医師発行の身体検査書を提出

　（２）第２次試験（全試験職種共通）
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【問い合わせ先】 福島県双葉郡双葉町大字長塚字町西７３番地４〒９７９－１４９５

区　　分 期　　日 場　　所 合格発表

第１次試験

９月２１日（日）
受付　９：００～９：３０
教養試験　１０：００～１２：００
※終了後、適性検査
専門試験（土木職のみ）１３：００～１４：３０

富岡町文化交流センター
学びの森
（富岡町小浜５３３－１）

１１月上旬

第２次試験 日時・場所など詳細は、第１次試験合格者に通知します。 第２次試験日から
３０日以内の日　

４　試験の期日及び場所

総務課行政係 ☎０２４０－３３－０１２４

　申込用紙は、双葉町総務課で交付します。郵便
により申込用紙を請求する場合には、封筒の表に
「職員（高校卒程度）採用試験申込用紙請求」と
朱書きし、１４０円切手を貼った宛先明記の返信
用封筒（角形２号：２４０㍉×３３２㍉）を必ず
同封し、双葉町総務課へ郵送してください。

 　 いわき支所、郡山支所及び埼玉支所での用紙交
付及び郵便請求による申し込みはできませんの
でご注意ください。

※ 申込用紙は町公式ホームページからもダウン
ロードすることができます。

　試験の結果については、個人情報の保護に関する
法律第６９条第２項第１号の規定により、口頭で請
求できます。
　ただし、電話、はがき等による請求では開示でき
ません。受験者本人であることを明らかにする顔写
真入りの書類（運転免許証、学生証、旅券等）を持
参のうえ、受験者本人が直接、双葉町総務課へおい
でください。
　なお、請求できる時間は午前８時３０分から午後
５時１５分まで（土・日・祝日を除く）で、期間は
合格発表の日から起算して１ヵ月以内となっており
ます。

合格者は採用候補者名簿に記載され、令和８年
４月１日以後欠員が生じた都度採用されます。
（この採用候補者名簿の有効期間は原則として、
１年間です）

（１）

例えば、令和８年４月１日付けで採用された場
合、最低でも令和８年９月３０日までの期間は
条件附職員として業務に就いていただき、適性を
判断した後各課に正職員として配属になります。
したがって、正式採用は、令和８年１０月１日以
後になります。また、この条件附採用職員の期間
に職員として相応しくないと判断された場合は、
正式採用されない場合がありますのでご留意願い
ます。

（２）

受験者本人並びに第三者に関わらず、採用を有利
に運ぶ目的をもって便宜を図るための行為をし
た場合は受験資格を失います。また、採用後この
事実が明らかとなった場合は、採用が取り消され
ます。

（注）

（１）申込用紙の請求

① 受験票を受領したときは、最近６か月以内に撮
影した本人の写真（上半身、脱帽、正面向き、
縦６㎝×横４㎝）１枚を写真欄に貼って受験当
日必ず持参してください。（受験票がない場合
又は受験票に写真が貼っていない場合は受験で
きません）
② 受験の際は、「ＨＢ」の鉛筆と消しゴムを持参して
ください。これ以外の筆記用具は使用できません。
③ 試験当日の試験会場への自家用車の乗り入れは
可能です。

（３）その他

５　合格者の採用 ６　受験手続

７　試験結果の開示

　申込用紙に必要事項を記入し、必要書類を添え
て双葉町総務課へ提出してください。また、郵送
により申込用紙を提出する場合は、封筒の表に
「職員（高校卒程度）採用試験申込」と朱書きし、
添付書類を添えて必ず簡易書留で郵送してくだ
さい。
【添付書類】
　○ １１０円切手を貼った宛先明記の返信用封筒

（長形３号：１２０㍉×２３５㍉）

　○履歴書（市販のものでも可能）　　○誓約書

（２）申込方法
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ふるさと双葉の歴史・文化ふるさと双葉の歴史・文化ふるさと双葉の歴史・文化

　神楽は日本を代表する民俗芸能の１つと
して広く親しまれています。
　双葉町内では、現在、活動休止や途絶え
たものも含め長塚、新山、三字、渋川、山田、
浜野、両竹、中田、下羽鳥、上羽鳥、郡山、
鴻草の１２カ所の地区に神楽が伝わってい
ます。明治時代には演じられていたと伝わ
る神楽もありますが、各地区でいつから神
楽奉納が行われていたかはわかっていま
せん。
　かつては正月に地区の家々を回ったり、
地区の神社で神楽奉納が行われていたこ
とから各地区では神楽の保存会を結成し、
大切に守り伝えてきました。昭和５３年
（１９７８）からは、現在も続く奉納神楽大
会がダルマ市２日目に初發神社で開催され
るようになり、神楽を地区だけでなく広
く公開する場が設けられました。
　今年の奉納神楽大会では３団体が神楽を
奉納しましたが、かつては今よりも多くの
団体が神楽を奉納していました。神楽は獅
子頭や舞が地区ごとに異なり、地区の特色
を示す資料として貴重なものです。
　しかし、後継者不足という全国的な課題
に加え、震災による全町避難の影響で、休
止や活動が途絶えた神楽も存在します。双
葉町の神楽は基本的に口伝によって受け継
がれてきたため、あまり記録が残されてい
ません。このため、一度途絶えてしまうと
再開するのはかなり難しくなってしまいま
す。このため、町では「双葉町伝統芸能保存
プロジェクト」として平成３０年（２０１８）
より神楽を含む民俗芸能の記録映像を制作

しております。これらの記録映像により、
神楽を次世代に継承していきたいと思い
ます。

第１１回　双葉町の神楽

【問い合わせ先】 生涯学習課 ☎０２４０－３３－０２０６

➡ 記録映像はこちら

鴻草

郡山

山田

三字

長塚

上羽鳥

浜野

渋川

新山
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【問い合わせ先】ＮＰＯ法人双葉ふれあいクラブ

☎０２４０－２３－０１２０　　ＦＡＸ０２４０－２３－０１２１ メール asari.takano@fureai-club.or.jp

　申し込み方法、バスルート、プログラムなどの詳細情報については、同封の参加申込書や
町公式ホームページをご覧ください。

東日本大震災・原子力災害伝承館前芝生（双葉町大字中野字高田３９）会　　場

９月２７日（土）　午前１０時３０分～午後２時３０分日　　時

日　時

場　所

７月１日（火）～８月３０日（土）申込期間

軽食を準備いたします（無料）　会場にキッチンカーも出店予定です
昼食について

運動できる服装・シューズ、飲料水をお持ちください。
持参物について

【問い合わせ先】 福島広域雇用促進支援協議会　福島統括窓口

（福島市中町４番２０号　エスケー中町ビル２０２号）

☎０２４－５２４－２１２１　　ＦＡＸ０２４－５２４－２１２５

７月２３日（水）　９：３０～１１：３０（おひとり約１５分程度）

ハローワーク相双　小会議室

はたらっこ

参加無料・予約不要

　「棚卸しシートで自己分析！」「企業が求めている人材のポイントを解説！」など、就活に役立つ
イベントを開催。応募書類や自己ＰＲに活用できます。自分の強みを知って、就職へ一歩近づきま
しょう。

公式ＬＩＮＥ友だち募集中！ 「高校生就職応援ナビ」で何が分かるの？

　“ 福島で働きたい ” 高校生必見！
　就職の準備に役立つ情報をお届けします！
　魅力的な企業の情報が満載！

　・どんな企業なのか
　・どんな仕事なのか
　・職場の雰囲気、先輩社員の声など
 　　　　　　　　登録はこちらから　➡

第５９回第５９回　双葉町町民体育祭の開催について双葉町町民体育祭の開催について

福島広域雇用促進支援協議会からのお知らせ福島広域雇用促進支援協議会からのお知らせ

　下記日程で双葉町町民体育祭を開催しますので、ぜひ皆さまご参加ください！

厚生労働省福島労働局委託事業「福島雇用促進支援事業」

働きたいネットの就職応援マルシェ働きたいネットの就職応援マルシェ

高校生と保護者のみなさまへ「高校生就職応援ナビ」高校生と保護者のみなさまへ「高校生就職応援ナビ」
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毎月　　　日は、食育の日！
小さな取り組みを続けると、いつのまにか習慣として身につきます。

食生活について考える機会にしてみましょう！

おうちで作ろう！

　電子レンジで簡単　低糖質きなこ黒糖蒸しパン（１人あたり：３５１kcal）

健康福祉課健康づくり係より

作り方材料（蒸しパン　１個分）

①４５０ml の耐熱容器（ボウル・タッパー等）を用意する。

②  耐熱容器に、きなこ、黒糖、おからパウダーを順に入れ、粉全体

を混ぜ合わせる。

③豆乳を半分ずつ加えて、混ぜる。

④混ぜてパサパサしてきたら、残りの豆乳を加えて混ぜる。

　（“もったり”してきたら、ＯＫ！）

⑤サラダ油を入れてしっかり混ぜ合わせる。

　（“なめらか”になってきたら、ＯＫ！）

⑥卵を割り入れて、よく混ぜ合わせる。※白身が残らないように！

　（“サラサラ”してきたら、ＯＫ！）

⑦ベーキングパウダーを加えて混ぜる。

⑧ボウルのふちについた生地をこそぎ落とす。

　（仕上がりがきれいになります）

⑨ボウルの上にラップをして、爪楊枝で数か所穴を空ける。

　（空気の出入り口をつくっておく）

⑩電子レンジで、６００Ｗ２分３０秒加熱する。※ヤケド注意！

　（５００Ｗの場合は、更に＋１５～２０秒加熱。）　

　（表面が生っぽかったら、さらに＋２０～３０秒加熱。）

⑪ ラップを外し、容器をひっくり返して器から生地を外したら、

ラップに包んで粗熱を取る。

⑫完成！

・きなこ

・卵

・無調整豆乳

・おからパウダー

・黒糖

・ベーキングパウダー

・サラダ油

： 大さじ２

： １個

： 大さじ３.５

： 大さじ１

： 大さじ１

： 小さじ０.５

： 大さじ１

① 豆乳を一気に入れたり、粉類

を後から入れるとダマになり

やすいので注意！

② ベーキングパウダーは、水に

反応するため、最後に入れな

いと上手く膨らみにくくなっ

てしまうため注意！

朝ごはんを食べることで体温を高めて体を動かしやすくします。

また脳も目覚めさせ、勉強や仕事の能率が上がります。

○ 朝ごはんをしっかり食べましょう。○ 朝ごはんをしっかり食べましょう。

「おいしいね」などのコミュニケーションを通して、食事への関心につながります。

食事の時間を「楽しい」「美味しい」「嬉しい」といったプラスの感情を持てるような

食卓を心掛けてみてください。

○ 「いただきます」「ごちそうさま」のあいさつをしましょう！○ 「いただきます」「ごちそうさま」のあいさつをしましょう！

甘いお菓子に含まれる砂糖は、むし歯の原因となります。

砂糖が口の中に長く留まらないように、甘いお菓子やジュースの摂りすぎには注意しま

しょう。唾液は抗菌作用があり、むし歯菌の住みにくい口腔環境をつくります。よく噛

んで、唾液を分泌するようにしましょう。

○ 甘いお菓子・ジュースの摂りすぎに注意！よく噛んで食べましょう。○ 甘いお菓子・ジュースの摂りすぎに注意！よく噛んで食べましょう。

り

！
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【問い合わせ先】

【問い合わせ先】

健康福祉課　健康づくり係

健康福祉課　健康づくり係

☎０２４０－３３－０１３１

☎０２４０－３３－０１３１

　双葉町では満４０歳（昭和６０年４月２日～昭和６１年４月１日生）の方を対象に、無料で肝炎
ウイルス検査を実施しています。
　肝炎は感染していても自覚症状がないこともあり、放置していると慢性肝炎から肝硬変、肝ガン
に進行する場合があります。早期に発見し治療を受けることで完治が期待できるため、ぜひ、肝炎
ウイルス検査を受けましょう。

　６月２３日より、総合健診・ガン検診の予約受付が開始されました。
　令和７年度は、①Web 　② LINE 　③コールセンター（電話）にて予約を受け
付ます。
　ご希望の日時が埋まる場合がありますので、受診を希望される方はお早めに
お申し込みください。

　対象の方には、世帯ごとに１通、６月下旬にＡ４サイズの案内ハガキをお送りしています。
　詳しい予約方法は、『ふたばのわ』６月１５日号の折り込みチラシ、または双葉町のホーム
ページにてご確認ください。
　ご不明な点などある場合は、下記へ問い合わせください。

肝炎ウイルス検査の実施について肝炎ウイルス検査の実施について

総合健診・ガン検診の予約はお済みですか？総合健診・ガン検診の予約はお済みですか？

令和７年度令和７年度

詳しくはこちら ➡

　総合健診・ガン検診と一緒に、Ｗｅｂまたは電話で申し込みができます。
※総合健診・ガン検診の予約方法は、上記をご確認ください。

１ 申込方法（福島県内の方）

・肝炎ウイルス検査は血液検査です。
・当日は、町から送付した「健康診断受診カード」と「令和７年度肝炎ウイルス健診問診
　票」を持参ください。

２ 検査の方法および注意事項

・ 双葉町の総合健診会場以外で肝炎検査を受けたい方は、健康福祉課までご連絡くだ
さい。
・ 県外にお住まいの方は、結核予防会で実施する双葉町総合健診での肝炎検査を
ご活用ください。

３ その他

受付終了日 ７月２５日（金）
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【問い合わせ先】

【農業者年金に関する問い合わせ先】

☎０２４０－３３－０１３１

☎０２４０－３３－０１２８農業委員会事務局

・免除が承認された期間の年金受給額について

　免除となった期間の将来受給できる年金額は、保険料を納付した場合の年金額の２分の１で
計算されます。

・追納制度について

　免除期間の保険料は、１０年以内であれば、後から保険料を納付（追納）できます。ただし、
承認された期間の翌年度から起算して、３年度目以降に追納する場合には、当時の保険料額に
経過期間に応じた加算額が上乗せされますので、ご注意ください。

・国民年金基金・農業者年金に加入されている方へ

　国民年金基金や農業者年金に加入されている方については、免除申請が承認されますと、国
民年金基金・農業者年金を脱退することになりますのでご注意ください。詳しくは国民年金基
金及び農業者年金基金の各窓口までお問い合わせください。

※ ２号被保険者（厚生年金などに加入している方）、３号被保険者（２号被保険者に扶養されて
いる配偶者）、２０歳未満の方、６０歳以上の方などは、申請の対象外となります。
　学生の方は、学生納付特例による申請となります。

　平成２３年３月１１日時点で双葉町に住所を有していた方は、ご本人からの申請に基づき、国
民年金保険料が全額免除になります。

※ 上記の期間より前の期間について、これまで免除等をしなかった方や保険料が未納となってい
る方についても、申請することができます。申請できる期間は申請した日からさかのぼって２
年１カ月前までの期間です。
　（例：令和７年７月に申請した場合は、令和５年６月分まで）
　 なお、申請書の受付は双葉町役場及び各支所、または最寄りの年金事務所窓口で行っておりま
すので、お手続きください。

からダウンロードできます。申請書をダウンロードできない場合には、送付いたしますので、健
康福祉課国保年金係までご連絡ください。

　申請書は

 ● 免除・納付猶予震災特例：令和７年７月分 ～ 令和８年６月分

 ● 学　生　納　付　特　例：令和７年４月分 ～ 令和８年３月分

日本年金機構ホームページ

健康福祉課  国保年金係

～ 原子力災害に伴う国民年金保険料特例免除の期限が延長されました ～

国民年金保険料のお知らせ国民年金保険料のお知らせ

対象となる期間対象となる期間
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　こころとからだの健康のため、運動不足を解消しましょう。参加をご希望の方は、事前申し込み
が必要となりますので、下記問い合わせ先へご連絡ください。

●健康運動教室
会　場 開催日 時　間 問い合わせ・申込先

南東北総合卸センター 2階第 6会議室
（郡山市喜久田町卸 1丁目 1－1）

　①毎週水曜日
　②毎週木曜日
　　のどちらか 13:30 ～ 15:00

郡山事務所
☎ 024 －973 －5291

福島市老人福祉センター 1階多目的室
（福島市仁井田字八ツ割川原 3）

7月　8日（火）

会　場 開催日 時　間 問い合わせ・申込先

郡山市喜久田公民館
（郡山市喜久田町堀之内字下河原 1）

7月　7日（月） 10:00 ～ 11:30
郡山事務所

☎ 024 －973 －5291

双葉町産業交流センター大会議室
（双葉町大字中野字高田 1－1）

7月16日（水） 10:30 ～ 12:00
双葉町地域包括支援センター
☎ 0246 －84 －6729

白河市中央老人福祉センター会議室
（白河市北中川原 313）

7月29日（火） 10:00 ～ 11:30
郡山事務所

☎ 024 －973 －5291

●社協サロン

～ 国民健康保険の高齢受給者証及び後期高齢者医療の保険証等が更新となります ～
　現在お持ちの資格確認書や一部負担金等免除証明書等の有効期限が令和７年７月３１日となって
います。令和７年８月１日以降の証明書等については、７月下旬に送付いたします。

　入院時食事療養費、入院時生活療養費の自己負担分および柔道整復（接骨院等）・あん摩・マッ
サージ・はり・きゅう師等の施術費、治療用装具費は免除の対象ではありませんので、自己負担
金が発生します。また、保険外診療分についても自己負担金が必要となります。
　窓口負担が免除される場合、有効期限が更新された新しい免除証明書を、医療機関等の窓口で
ご提示ください。

一部負担金等免除証明書について

国民健康保険にご加入の方 後期高齢者医療保険にご加入の方

【問い合わせ先】 健康福祉課　国保年金係　☎０２４０－３３－０１３１

［※該当の方］ ［※該当の方］

国民健康保険及び後期高齢者医療保険にご加入の皆さまへ国民健康保険及び後期高齢者医療保険にご加入の皆さまへ

～ ７月７月　健康運動教室・サロンのお知らせ健康運動教室・サロンのお知らせ～

　国民健康保険一部負担金等免除証明書

　 資格確認書又は資格情報のお知らせ

　後期高齢者医療一部負担金等免除証明書

　後期高齢者医療資格確認書

双葉町社会福祉協議会
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ワクチン名 接種対象年齢 回　数

日本脳炎　第２期 　９歳～１２歳 １回

二種混合　第２期（ジフテリア・破傷風） １１歳 ～１２歳 １回

ＨＰＶ（ヒトパピローマウイルス）
（子宮頸がん予防ワクチン）

小学６年生～
高校１年生の女子

２～３回
（ワクチンによる）

　小学生になってから受ける「定期予防接種」があります。
母子健康手帳の予防接種のページを確認しておきましょう。
　ご不明な点があれば、お問い合わせください。

※日本脳炎の特例措置対象者には７月に個別にご案内します。
※ＨＰＶワクチンのご案内は小学６年生女子に送付しています。
※対象年齢内であれば無料ですが、対象年齢外の場合は有料ですのでご注意ください。

　５月２３日、婦人会「栴檀学級」（福島市）の皆さんを町内にお迎えし、バスでの町内案内及び

車座集会を開催しました。バスでの町内案内では、中間貯蔵事業情報センターの案内のもと、中

間貯蔵施設や新しく駅前に建てられた双葉町役場庁舎を見学していただきました。また車座集会

では、双葉町の空間線量率の経年的な変化や放射線と健康に関する講話を行いました。参加され

た皆さんからは、「町内の目印となる建物がなく

なり、景観が変わったことでわかりづらくなっ

た」「放射線に関する話はあまり聞いたことがな

かった」といったコメントが聞かれました。長

崎大学としては、今後も、町民の皆さんと一緒

に企画するバスでの町内案内や車座集会を開催

できればと考えています。この度、ご参加いた

だきました栴檀学級の皆さま、ありがとうござ

いました。

【問い合わせ先】

小中学生対象の定期予防接種

健康福祉課　健康づくり係 ☎０２４０－３３－０１３１

小中学生で受ける予防接種を忘れずに！小中学生で受ける予防接種を忘れずに！

長崎大学・放射線健康相談窓口便り長崎大学・放射線健康相談窓口便り
　私たち長崎大学は、２０２２年１０月から双葉町役場に大学の拠点（サテライトオフィス）を
設けて、双葉町の被ばく線量の評価、その結果をもとにした放射線健康リスクコミュニケーショ
ン活動を行っています。

　長崎大学はこれからも、広報誌を通じて、住民の皆さんとのリスクコミュニケーション活動
（通称リスコミ）や、放射線と健康に関する情報について発信していきたいと思っていますの
で、今後ともよろしくお願いします。

長崎大学・放射線健康相談窓口便り
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～ご寄附いただきました皆さま、ありがとうございました～

　全国のみなさまからお寄せいただきました「双葉町ふるさと応援基金（ご寄附）」に心より
感謝申し上げます。
　お寄せいただきました寄附金の運用状況については、下記のとおりです。
　積み立てた基金は、ご寄附いただきました皆さまのご主旨に沿うよう、今後大切に活用させ
ていただきます。

ふるさと応援基金積立金積立額（令和７年５月３１日現在）

【平成２０年度から令和６年度までの積立件数と金額、運用実績】

【令和６年度　双葉町ふるさと応援基金の積立件数と金額、運用実績】

84,401,028

【問い合わせ先】 ☎０２４０－３３－０１２４総務課

件　　数 金　　額

「人づくり」に関する事業 ４２件 １，１７５，０００円

「産業振興」に関する事業 ４７件 １，３３６，０００円

「健康・福祉」に関する事業 ２５件 ５８５，０００円

「生活・環境」に関する事業 ４３件 １，２７５，０００円

「行財政の運営」に関する事業 ２件 ５６，０００円

町長が必要と認めた事業（事業の指定なし） １２３件 ４，６６９，０００円

預金利息 － ４２，５４８円

合　　計 ２８２件 ９，１３８，５４８円

件　数 積立額 取崩額 残　高

「人づくり」に関する事業 １５２件 ８，８８６，０２５円 ５，７４９，２０４円 ３，１３６，８２１円

「産業振興」に関する事業 １３４件 ４，２９３，０００円 － ４，２９３，０００円

「健康・福祉」に関する事業 １５６件 １１，２７１，６０１円 － １１，２７１，６０１円

「生活・環境」に関する事業 ２３７件 １７，２０１，８１９円 ８，０００，０００円 ９，２０１，８１９円

「行財政の運営」に関する事業 ３７件 ７４２，０００円 － ７４２，０００円

町長が必要と認めた事業
（事業の指定なし） ９１２件 ５７，８８８，４３１円 ２，１９６，２７３円 ５５，６９２，１５８円

預金利息 － ６３，６２９円 － ６３，６２９円

合　　計 １，６２８件 １００，３４６，５０５円 １５，９４５，４７７円 ８４，４０１，０２８円

双葉町ふるさと応援基金の運用状況について双葉町ふるさと応援基金の運用状況について
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なお、防災行政無線で放送された内容は電話で確認することができます。
電話：０２４０－３３－３７５５（通話料は、利用者の負担となります）

　町では、ヤフー株式会社から提供される「Yahoo! 防災速報」を活用した『自治体からの緊

急情報』の配信を行っております。 

　今後、災害発生時や台風接近時などに、避難所の開設状況や注意喚起の情報を配信いたしま

す。身の安全を守るために、スマートフォンをお持ちの方はぜひご利用ください。

　「Yahoo! 防災速報」 ヤフー株式会社が、緊急地震速報や避難情報、豪雨予測などをお知ら

せするサービスです。 

以下からアプリをダウンロードしてください。

１．

２．

アパート等の賃貸住宅に居住している方が、申請される場合には、貸主にアンテナ等の設

置の可否を必ず確認してください。

賃貸住宅に戸別受信機やアンテナを設置した場合、賃貸住宅の退去時には、自己負担で撤

去をお願いいたします。

注意事項

　申請後に町が発注する設置業者から日程調整をします。 （設置時に立会いが必要です）

　電波の状況が悪い場合には、屋外にアンテナを設置します。設置場所やビス止めについて

アンテナ設置前にご説明いたします。

設置方法

　防災行政無線の屋外スピーカーから流れる災害時の避難情報や行政情報などの放送を家の

中でも聞くことができる受信機です。

戸別受信機とは？

１．

２．

双葉町内に居住している世帯の世帯主

双葉町内に存する学校、病院、福祉施設、店舗及び事務所その他の事業所の長

・貸出台数：１台 

・貸出期間：町内に居住している期間

・費用：無償（設置費も含む）※電気料金および内蔵電池は各自ご負担ください。 

申請書は、住民生活課に準備してあります。

対象者と貸出台数

i OS  ➡ Android  ➡

「Yahoo! 防災速報アプリ」ダウンロード方法

「ＹａｈｏｏＹａｈｏｏ！防災速報」を活用した防災情報の配信！防災速報」を活用した防災情報の配信

防災行政無線の戸別受信機を貸し出します防災行政無線の戸別受信機を貸し出します

【問い合わせ先】 ☎０２４０－３３－０１２６住民生活課
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【問い合わせ先】福島地方環境事務所　中間貯蔵部　中間貯蔵総括課　☎ ０２４－５６３－１２９３

・放射線モニタリングについて

　空間線量率の測定により、除染土壌等の搬入による周辺への影響は見られないことが確認されています。

今後もしっかりと安全対策及び放射線の監視を行ってまいります。

　中間貯蔵施設及び周辺モニタリングの結果については、以下のＪＥＳＣＯ（中間貯蔵・環境

安全事業株式会社）のＨＰで公表しております。

福島地方環境事務所からのお知らせ福島地方環境事務所からのお知らせ環境省環境省

・輸送について

　２０２５年度は、これまでのところ双葉工区への除去土壌等の搬入は実施していません。

　（２０１５年から２０２４年度末までの累計は３,９５５,５１９㎥） ※５月３１日現在

　環境省では、双葉町の特定帰還居住区域（鴻草、渋川、長塚、寺沢、松倉、上羽鳥、下羽鳥、目廹、

水沢、前田、新山、細谷、山田、松廹、石熊の各一部※）及びその周辺に位置する建物解体の申請を

受け付けています。解体を希望する場合は、下記の解体申請の受付窓口にご相談ください。

※所有建物の住所が区域範囲内か確認したい方は下記の受付窓口までお問い合わせください。

※ 環境省が除染した家屋等は解体の対象外です。解体する場合は除染を希望しないでください。

※特定復興再生拠点区域の解体申請は２０２３年８月３１日をもって締め切りました。

・特定帰還居住区域の被災家屋等の解体申請について

【解体申請受付窓口】

＜場　　所＞

＜受付時間＞

＜連　絡　先＞

いわき市東田町２丁目１９－３　トークビル１－Ａ号棟（双葉町いわき支所の隣）

月曜日～金曜日　８：３０～１７：１５ （祝日及び年末年始を除く）

☎０１２０－７７３－２７５（フリーダイヤル）

高島テクノロジーセンター（２０２５年度環境省業務受託業者）

・中間貯蔵施設見学会について

　中間貯蔵事業情報センターは中間貯蔵施設をバスで巡る見学会を開催しています。

　見学のお申し込み・お問い合せは、中間貯蔵事業情報センター（☎０２４０－２５－８３７７）

まで。

　７月は、２５日（金）、２６日（土）を予定しています。

除染・解体工事について除染・解体工事について

中間貯蔵施設について中間貯蔵施設について

・特定帰還居住区域の片付けごみの個別回収について

　双葉町で家屋の片付けによって生じたゴミの個別回収を行っております。

※事業系廃棄物及び避難指示が解除された地域の片付けは受け付けておりません。

＜受付時間＞ 月曜日～金曜日　８：３０～１７：００ （祝日及び年末年始を除く）

＜連　絡　先＞ ☎０２４０－２３－７７８６　　ＦＡＸ：０２４０－２３－７７９０

【片付けごみ回収申込先】 県中・県南支所　富岡分室

片付けごみについて片付けごみについて
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公立双葉准看護学院　☎ ０２４４－３２－０９９０【予約・問い合わせ先】

フレックスジャパン株式会社ひなた工房事業部

メール  hinata-kobo@flexjapan.co.jp

【問い合わせ先】

第１回　令和７年７月１９日（土）午前１０時 〜１２時

公立双葉准看護学院（南相馬市原町区萱浜字巣掛場４５－７６）

学院紹介、学内見学、体験コーナー、在校生のとの交流

第２回　令和７年１０月　４日（土）午前１０時 〜１２時

　　　　予約締切：令和７年７月１４日（月）

　　　　予約締切：令和７年９月２９日（月）

　公立双葉准看護学院ではオープンスクールを予約制で開催します。
　見学や体験を通じて学内や授業の雰囲気を感じ、先輩や教員と直接お話ができるチャンス
です！
　看護に興味のある方はもちろん、どなたでも参加大歓迎！
　お気軽にお越しください。

制服でたどる、双葉の記憶制服でたどる、双葉の記憶

令和７年度令和７年度　オープンスクールのお知らせオープンスクールのお知らせ

　東日本大震災と原発事故の影響により、双葉郡の多くの学校が休校や閉校を余儀なくされま
した。
　制服を手に取ると、仲間と笑い合った教室や放課後のあの頃が鮮やかに蘇りますよね。
　そんな思い出の詰まった制服を、ぬいぐるみの服にリメイクして、もう一度身近に感じてみ
ませんか？この地域の歴史を重ねあわせ、「おもいでのふたばのがっこう / 制服リメイクギャラ

日　時

場　所

内　容

リー」を開催いたします。約５０体の学生服をリメイクしたベアを、２０２６年１月
から双葉郡の各施設で展示します。この地の思い出を懐かしみ、振り返るきっか
けとなる展示になるようにしたいと思います。
　制服の募集はフレックスジャパン株式会社のＨＰをご覧ください。
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敬称略人のうごき５月分

双葉町商工会　☎０２４０－３３－２３１１【問い合わせ先】

双葉町プレミアム付商品券がスタートします双葉町プレミアム付商品券がスタートします

　町内経済の活性化を促進し、事業再開や住民の帰還促進を図るため、「双葉町プレミアム付
商品券」を発行します。

１０,０００円で１５,０００円分のお買い物ができます。（お一人様最大６冊まで購入できます。）１冊

令和７年７月２６日（土）～ 令和８年１月３１日（土）まで商品券有効期間：

購入方法、販売日、取扱店舗など詳細は、折込チラシをご参照ください。

①双葉町民（購入日時点で住民登録している方）

②元双葉町民（Ｈ２３.３.１１時点で住民登録しておりその後、転出された方）

③双葉町居住者（住民登録はしていないが購入日時点で町内にお住まいの方）

④双葉町勤務者（双葉町内の事業所に購入日時点で勤務している方）

購入対象：

【
文
芸
】

　

今
泉　
　

子
（
長
塚
二
）

　
　

・

野
菜
高　

山
菜
求
め　

野
に
山
に

　
　

・

一
人
居
も
そ
の
日
そ
の
日
を
耐
え
忍
び
我
慢

が
ま
ん
で
十
と
四
年
目

　
　

・

蕗
わ
ら
び
初
物
持
っ
て
友
来
た
る　

夕
餉
の

膳
に
添
い
て
味
わ
う

　
　

・

故
郷
に
仮
帰
し
て
み
る
様
相
は
宅
地
更
地
で

果
樹
も
影
な
し

　
　

・

安
積
疎
水
の
恵
の
水
で　

田
に
水
張
り
て

田
植
え
終お

う

氏　名 生年月日 保護者 行政区

井戸川美
ミソラ

空 ４月２２日 楓 郡　山

荒　日
ヒ オ リ

桜璃 ５月　４日 知也・真友子 新　山

（令和７年６月１日現在）

・福島県内に避難されている方 3,746人
2,642人・福島県外に避難されている方

　了承の得られた方のみ出生、死亡の方の名前を掲載しています。

　なお、掲載を希望しない場合は秘書広報課までご連絡ください。

秘書広報課 ☎０２４０－３３－０１２５

氏　名 年　齢 死亡日 行政区

遠藤　重義 ９３ 　５月　８日 細　谷

半谷　ツマ ８９ 　５月１７日 三　字

佐藤　良一 ６０ 　５月１９日 山　田

全国に避難されている皆さんから寄せられた

お便りの一部をご紹介いたします

※双葉の風だよりでは皆さまからの投稿をお待ちしております。

　会心の作品がありましたら、秘書広報課まで送付ください。

　「広報ふたば」「ふたばのわ」は、１居所につき１部送付しています。
　ご家族が別々の場所に引っ越された場合や、同居することになった
場合など、広報紙の発送に関することは下記までご連絡ください。
　なお、「広報ふたば」「ふたばのわ」の発送先となっている方がお
亡くなりになられた場合については、１カ月程度後に発送を中止い
たしますが、ご家族の方に発送先を変更することも可能です。下記
までご連絡ください。

広報紙の発送について広報紙の発送について

☎０２４０－３３－０１２５秘書広報課【問い合わせ先】

　避難先を移動された方は「避難住民
届」を提出してください。

※ 移動先の届出がないと、町からの広
報紙、各種通知などの郵便物が届か
なくなりますのでご注意ください。

☎０２４０－３３－０１３２戸籍税務課

【問い合わせ先】

避難先を移動された方へ避難先を移動された方へ
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「
令
和
の
米
騒
動
」
と
呼
ば
れ
る
状
況
が
去
年
か
ら
続

い
て
い
ま
す
。  

　

６
月
初
旬
の
時
点
で
、
銘
柄
米
は
５
キ
ロ
で
約
４
，０

０
０
円
と
、
昨
年
と
比
べ
て
ほ
ぼ
倍
の
価
格
で
販
売
さ
れ

て
い
ま
す
。消
費
者
と
し
て
は
、た
め
息
し
か
出
ま
せ
ん
。  

　

テ
レ
ビ
や
新
聞
で
は
、
備
蓄
米
が
小
売
店
に
並
び
始
め

た
と
報
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
一
刻
も
早
く
需
給
バ
ラ
ン
ス

が
改
善
さ
れ
る
こ
と
を
願
う
ば
か
り
で
す
。  

　

こ
う
し
た
中
、
双
葉
町
で
は
５
月
末
か
ら
コ
メ
の
実
証

栽
培
が
始
ま
り
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
じ
て
全
国
か
ら
温
か
い
応

援
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。  

　

こ
の
実
証
栽
培
は
コ
メ
に
含
ま
れ
る
放
射
性
物
質
が
国

で
定
め
る
基
準
値
を
超
え
て
い
な
い
か
確
認
す
る
も
の

で
、
収
穫
し
た
コ
メ
は
出
荷
・
販
売
さ
れ
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
高
温
や
台
風
に
負
け
ず
、
美
味
し
く
育
っ
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
い
つ
か
、
双
葉
町
の
安
全
で
美
味
し
い
コ
メ
が

全
国
に
届
け
ら
れ
る
日
が
来
る
こ
と
を
心
か
ら
願
っ
て
い

ま
す
。 － 

編
集
後
記 

－
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ことし４月生まれの井戸川美空さん

の笑顔です。

皆さまのお子様の画像を募集しております。

双葉町公式ホームページ、公式ＹｏｕＴｕｂｅチャンネルはこちらから

の双葉町 がわかる今

FacebookX YouTube ふるさと納税Instagram

令
和
７
年
７
月
１
日
発
行

福
島
県
双
葉
町
　

秘
書
広
報
課

(
編
集
・
発
行
)

災
害
版
１
７
０
号




